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     マツ類の さ し木 に関す る研究(第2報)

     ア カマ ツの さ し木の発根 に及ぼす母樹の年令の影響

            小 笠 原 健 二

                         Kenji OGASAWARA 

                Studies on the Cuttings of Pine (2) 

Relationship between Tree Age and Rooting of Cuttings of Pinus  densiflora.

                  緒     言

 マ ツ類は 一般 にさし木 による増殖が きわめて困難な樹種で あるが,採 穂1こJ:樹の イ1冷がわかけれ ば容

易 に発根す るといわれて いる、では どの くらいのイ1冷の 母樹か らさし穂を とればよ く発根 するのであ

ろ うか、 これは環境 築件 によつて もことな るで あろうが,樹 種 によつて もたき く左 右せ られ るようで

あ 叢 したがつて,マ ツ類の さし木をお こな うにあたつては,(7'9vt1種 ご とに採穂1こ」:樹の年 て∫と発根と

の関係を.充分知つている必要があると思われる.

 筆者は採穂母樹のイ1こ令のちがいが発根にどのような影響を及ぼすかを明らかにするためにアカマツ

を用いて実験した.そ の結果を報告することにする.

 実験をおこなうにあたり,御 指導いただいた四手井教授,い ろいろ便宜をあたえられた一ヒ賀茂育種

試験地の橋本ケじ 氏にたいし深甚の謝意を表する、

                  材 料 及 び方 法

 京都大学農学部演習林」二賀茂育種試験地内でぐノ:地条件のほぼ同じと思われる場ll斤に生育している1

年41{,2年4L,3年 生、4年 生,5年 生,6年 生,8年 生 および10f「生(推 定つ のア カマツか らそれ

ぞれ30本 ず つの さし穂を採取 した,さ し穂は1年 ノkアカマツでは 予葉の1・1生位置の」二で 切 りとり,2

年 生L'1,上の ものではな るべ く樹冠の ドノ∫の成長の悪い と思われ る1年 生の側枝を切 りとり.約6e皿

の 長 さに次 の要領で穂ず くりした.ま ず 基部のX11り 口は 幹軸に対 して直角 に勇定鋏で 切断 した後,鋭

利な小 刀を用いて平滑にけずつた.1、賠1;約%の 針 ウ至はさ し穂を傷つ けないよ うに注意 しなが ら除去し

た。 このよ うに穂ず くりした さし穂 は ヨシズで 日覆いを したガ ラス室 のiの 赤E(砂 一D!身 ミにおよそ

4cmの 深 さに さしつけた一 さしつけ後は毎 日IilUと 午 後 とに1回 ずつ灌 水を したが,そ の ほかdLは

特 別な管理 を しなか つた さ しつ けは41L/¥の 新 牙の 伸びは じめた1958年411gl_1に お こない,堀 りと

りは さしつけてか ら168日 目 の9)J2411に お こなつ た。

 実 験期間fの 温「夏.j!P度 そ の他の環境 条件に関す る記 載は省略 する=

                  実 験 結 果

 実験 開始後 しば らくの あいだは さし穂 にはな ん らの変 化もみ とめ られなかつたが,さ しつけてか(ヲ)N
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 よそ1力 刀を経過 した頃か らさし穂の針葉が変色 しは じめ,や がて ぽつ ぽつ 枯死す るものがみ られ

1よ うになつた,そ の後R数 の経過 とともに枯死本数 は次第 に増 加 した.,実 験 最終 日の9力24日(さ

しつ け後168日 目)に おけ る枯 死率は第1図 に示す と

おりで あつた。図 によつてわか るよ うに枯 死率は,多

少の変動はみ られ るが,.般 に 採穂～:樹の年令が たか

くな るに したがつて次第に増 加 し,と りわけ8年 生 以

上の親木か らとつた さし穂 の枯死率は非常 にたか く,

ほ とん ど全部枯死 して しまつた。

 カルスの形成発達 も親木 の年 貸がたか くなるほ どわ

る くな る傾向が うかがわれ た。

 カルスの形成 発達 と さし穂 の生存 との あいだには あ

る程 度の関係があ るよ うに思われ たが,両 者は必ず し

も ・致 しなかつた、,すなわ ち,1～2年 生の若い 親木

か らとつ たさ し穂 のなか には カル スが形成せ られた後

枯死した ものが 若一トみ られ,5～6年 生の親木か らと

つた もの の中には枯 死しなかつ たさし穂で もカル スの

形成が肉眼的 にみ とめ られない ものがあつた。

 根 のお こ りを鏡検 しなかつたか ら確かではないが,

発根 とカル スの形成 とは密接な関係があるよ うで,根 は すべ て カル スか ら生 じるように思われた。 発

艮率と生lf"Y=と の あいだには必ず しも'{ろ衡 的な関 係はみ とめ られ なかつたが,あ る程度の関係はみ ら

れた。 発根率は1年 生の親木 か らとつた ものでは67%で か な りたかかつたが,2年 生 の親木か らとつ

                第1表 発 根 根 数 お よ び根 長

                Table 1. Number of roots and total length of roots per rooted cutting.

姫 謙F・ 2「 ・-i・ 168

葺溜 査拳  、。  3。 下3。13。 「3。1、 。1、。

発根根数cuttings  ;一 一一.一一  I     l
Number of roots  4.1±2.01 1 2.8ま:1.72   1.3士0.58   1.0士0.00   1.0±0.00 [一   一

per r・・ted・utting     I             . 1   - 1根
の長 さ           I
length°f r°°ts 3S 1121

..66 j 24.2f13.0220.6t--.7112.6f13.010.611.35‐ ‐per root
ed cutting

     (Cm)  1                       、     1

ヒものでは23%と 低 ドし,以 下採穂母 樹の年 含力`たか くなるにつれ て次第 にひ くくな る傾向があつた。

(第1図 参照)。

 平 均 さし徳1本 当 りの発根根 数および1次 根 の総長 は第1炎 に示 すとお りで あつた,

 第1表 によつてわか るように,・ ド均 さし穂1本 当 りの1次 根 の数 は採穂 母樹の年 餐がたか くな るに

したがつて次第 に減少 する傾向があつた。 また第2図 に示すとお り,親 木の年 含がたか くな るほ ど2

次 根の発達が わる くなるようで あつ た、平均 さし穂1本 当りの1次 根の総長 もまた 親木の年令がたか

いほどみ じかかつ た,

                 考    察

 す でに述べ たように,従 来の研究 にお いて もマツ類の さし木の実験をお こな うにあたつてはさし穂

一
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を と る親木 の年令 に充分な注意がは らわれてい る。

 Deuber, Gerdner, Jacobs, Komissarov,戸 田(りののらラリ)等の研究 によれ ばマツ類 のさ し木 の発根は さし穂を

とる親木の年令 がたか くなると著 し くわ るくな るとい う。 本実験 の結果 もほぼ同 じ傾向を示 し,1年

生 の親木か らとつた さし穂はかな りよ く発根 したが,親 木の年令がたか くな るにつれ て発根 は顕著に

わ る くなつた,こ の ようにマツ類の さし木 の発 根が,採 穂母樹の年 令がたか くなるにつれて わる くな

るこ とはほとん どすべて の研究者の一'致した見解で あるが,で は何年生 ぐらい までの親木か らさし穂

を とれ ばよ く発根す るか につ いては必ず しも 一致 していない。Gerdnerは1)inus toAda, P. sylveatrie(の),

P.strobus, P. resinosaで は1年 生の親木 か らとつた さし穂 は容 易に発根 す るが,2年 生 以上の親木

か らとつた もの は著 し く発根がわ るい ことをみ とめ,Mitchell等(の)はP. caribaeaは 親木 の年令が ごく

わか けれ ば90%以 上 発根す るのに,マ ツヤニが とれ るほどの年 令にな るとほ とんど 発根 しな くなる

と述べ ている、,JacobsはP. radiataで は 雄(の)花がつ きは じめ ると発根 率が著 しく低Fす ると報告 して

いる。戸 田(の)は従来の研究結 果が 一致 していない原因の1つ として樹種 のちがいをあげているが,同 じ

ア カマツについて研究 した戸 田(り)とDeuberと で は案(リ)験結 果にかな りの ちが いが み られ る。すなわち戸

田(り)は1～2年 生 の親木か らとつた さし穂は比較 的よ く発根 す るが,3年 焼 以上 の親木か らとつた も¢

は著 しく発根 しに くい ことをみ とめ,Deuberは 雌 花をつ けた枝がか えつ てよ く発根す ることを観碧

して いる。本実験の結 県では1'1`一生 の親木 か らとつた さし穂 は相 当よ く発根 したが,親 木が2年 生2

上 にな ると著 し く発根率はひ くくなつた.こ のよ うに同 ・樹種 であるに もかかわ らず実験4f:1%ldlにちカ

い のあ らわれた 原因 としては戸田(の)が指滴 してい るよ うに;rtlm[度,光線,士 壌,水 分などの環境条件のち

が いが考え られ るが,採 穂時期のちがいや母 樹のちがい(個 体性〕 などに もとず くさし穂の 内的条伺

の ちが いの影響 もまた無視す ることは 出来ない、

 以 上要す るに,さ し木の さし木 の発根 が きわy)て わ るいといわれて いるア カマツで も,採 穂母樹¢

年 令が ご く若ければ容易に発根す る。 樹木 の老若についてはいろいろいわれているよ うであるが,1

在 の ところでは生理的に若い とは何か全 くわかつていないよ うで ある。イ1川(の)は林木 の老化は防 ぎうX

と述べてい るが,何 等かの手段によつて親木をわかがえ らせ ることがで き るよ うになれ ばマツ類のさ

し木 も可能 とな るであろ う、

                  摘     要

 本 報は採穂[こ」;樹の年 令と発7'!¥との 関 係を明 らかにす る 目的で,ア カマツ(Pinus densiflora)を1

料 と して実験 した。 その結 果は次 の とお りであつた。

 (1)一 一般に さし穂を とる母樹の年 令がたか くな るにつれて,さ し穂 の林 死率は次第 にたか くなる引

向が あつた,

 (2)カ ル スの形成と発根 とのあいだには密 接な関係が あ り,根 はすべ て カル スか ら生 じた。

 (3)採 穂 母樹の年 令がたか くな るにつれ て、 カルスの形成 はわ る くな り,生 存率や 発根率は低 く1

り,平 均 さ し 穂1本 当 り の 発 根 根 数 は 誠 少 す る 傾 向 が あ つ た 。 と く に 母 樹 の 年 令 が6年 以 一Lに な る{

1本 も 発 根 し な か つ た.
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藍

Résumé

   This report gives the results of experiment, which were conducted to make clear how the 

rooting response of the cuttings of  Pinus densiflora was connected with the age of the trees 

which the cuttings were collected from. The outline is following. 

   1. Generally speaking, in proportion to the age of the trees which the cuttings were 

 collected from, the percentage of dead cuttings became larger. 

   2. There was a close relation between the formation of callus tissue and the rooting :  noth-

ing but the callus tissue produced the adventitious roots. 

   3. In proportion to the age of the trees which the cuttings were collected from, the 

ormation of callus tissue became slower, the percentage of alived cuttings and rooted cuttings 

 mailer, and the number of roots per rooted cutting smaller. This was especially remarkable 

  case that the age of the trees was over six years : no cuttings collected from such old trees 

ormed roots.




